
会議名  2 0 2 3年度 全国自立援助ホーム協議会運営役員会 第5回  

日時  2 0 2 3年 8月9日（水）1 3：3 0～1 7：0 0  場所  オンライン（ z o o m利用）  

出欠  
敬称略  

出：串間・川口・本間・前川・江尻・鎌原・合木・國分・関口・恒松・野原  

欠：江頭  

１，全国大会（北海道大会）について 

進捗等 

確認 

 

 

〇前回からの変更点を確認、意見交換。 

・参加費…会員ホーム8,000円。・分科会①シンポジスト…屋代氏→藤井氏。 

・託児について費用等の確認。 

キャンセル時の対応、要綱への表記について意見交換。 

⇒上限額3,500円/日・当日支払いである旨を要綱に記載。 

・来賓は原則、後援者。 

・あり方検討委員会の報告は削り、他プログラムで微調整。 

・参加申し込み締め切りは、期日を延ばす見込み。 

・閉会式あいさつの役割分担確認。 

・録画について⇒継続審議。 今後の運営のために最低限の記録写真は必要か。 

 講師への確認書の中に撮影可否を追加。 

・今週中に案内を発送。 

 

２，各委員会より 

三役 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

制度 

政策 

 

 

 

 

調査 

研究 

 

研修 

 

 

 

 

広報 

 

 

 

〇会議報告。 

・他機関、他職種協議会との連携強化を図る。 

・今後、他協議会と横断的な組織を形成してはどうか。 

・監事（会計）人選⇒工藤氏に打診。 

・首都圏若者サポートネットワーク助成事業の選考委員選出依頼あり。 

・胡内さんとの意見交換会を企画してはどうか。 

・子ども家庭庁実務者レベルの意見交換会を検討。 

・大規模災害対策…各ホームの対策の共有やBCP策定研修が必要か。 

・あり方検討委員会…届出制や起居を共にすること等について議論が必要。 

・ハンドブック刷新版の発行について⇒承認。 

 

・アンケート調査結果共有。 

⇒①理解不足から制度の活用ができていないもの、②本来求めるべきでないもの、

③求めるべきもの、に分類できる印象。今後整理し、知識不足を補う研修を企画

したり、要望に反映したりする必要がある。 

・今後の委員会活動の展望等を確認。 

 

・実践研究を進めるために協議中。 

 

 

・研修費に関して意見交換。後日役員メーリスで詳細添削。 

〇中堅職員研修…9月19日、20日 於：名古屋 

・テーマは後日決定。会員ホームにアンケートを実施。 

・開催日、会場、対象者のみ先行して発出。8月14日に要綱発出。 

 

・委員会開催報告。 

・10月にたよりの発行を予定。 

・新規ホームがWEBツールを把握していない現状。周知方法の工夫が必要。 

⇒開設時に一覧案内している。様式変更等の工夫が必要か。 



 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

・寄付紹介ブログに不備ありか。⇒掲載がないためか。確認。 

・自立援助ホーム関連の書籍の紹介等があると、周知活動の一助となるか。 

 

・委員長副委員長会議…8月31日。 

・ブロック長会議…9月27日。 

・9月13日、東京での集合開催を予定。場所は未定。 

・レンタルオフィス契約、パソコン購入が済。 

・事務局員：工藤さんは業務委託契約。 

・ハンドブックの増刷分が届き、近日販売再開予定。 

・個人からの寄付報告。 

・ホーム長研修動画の掲載時期検討⇒9月1日で問題ないか。 

 

次回  日時：2023 年 9 月 13 日(水) 13:30～17:00 場所：未定（東京） 


